
  

 

 

　 
　 
　 
　 
　 

受講費 450,000円 （昼食、実習材料費、消費税込） 

 

講 師

定 員 15名 
日 時

1回目（2日間）：2014年10月18日㈯　10:00～18:00　　2014年10月19日㈰　9：00～16：00
2回目（2日間）：2014年11月15日㈯　10:00～18:00　　2014年11月16日㈰　9：00～16：00
3回目（2日間）：2015年 1 月24日㈯　10:00～18:00　　2015年 1 月25日㈰　9：00～16：00

会 場

コースコード：10B1013

※プログラムは、予告なく変更することがありますので予めご了承下さい。プログラム

（先着順、定員になり次第締切とさせていただきます）

ITI CIDマスターアドバンスコース（6日間）

インプラント治療に関する技術の発展は目覚しく、近年ではCADCAMやガイディッドサージェリーなどデジタル技術の応用が急速に進み、新しい術
式についても評価が蓄積されつつあります。これに伴いコンセンサスの変化、発展のスピードも加速し、常に最先端のコンセンサスに基づいたエビデ
ンスベースのインプラント治療を行なうには、積極的な情報の更新が欠かせなくなってきています。
今回は、アメリカ・ルイスビル大学教授のProf. Dean Mortonとスイス・ベルン大学客員教授のProf. Urs Belserをお招きし、最新のITI Consensus 
Conferenceの内容も交えて世界的状況の変化をいち早く日本国内に提供するためのコースです。

ストローマン・ジャパン株式会社　東京セミナールーム

実習あり アドバンス（A）、コンプレックス（C）レベル対象

 
勝山 英明 先生 

 
・  ITI Section USA チェアマン
・  ルイスビル大学歯学部 教授

お問い合わせ ストローマン・ジャパン株式会社 研修会事務局
TEL: 0120-418-253（平日9：30－17：00）　E-mail: seminar.jp@straumann.com

銀行振込でのお支払いとなります。　   http://event-straumann.smktg.jp/public/

参加申込書に必要事項を記入し、Faxにてお申込みください。 Fax: 0120-418-089
お名前 :

メールアドレス :

 □   E-mail  □   郵送

 □   個人宅  □   勤務先

 □   開業医
 □   勤務医

 □   歯科衛生士
 □   歯科技工士

 □   大学関係者
 □   その他(　　　　　　　　　　　　　　）

ご住所 : 〒

Tel :

職業 :

Fax :

ご案内方法 :

施設名 :

お名前（ローマ字） :

書
込
申
加
参

※ ご提供いただいた個人情報は厳重に管理いたします。
　 今回のイベント用途以外には使用いたしません。

※サティフィケイト発行対象コースではこちらのお名前を印字します。

東京都港区芝５－３６－７　三田ベルジュビル6F
1回目、３回目 （但し2回目は他を予定）
詳細は決まり次第ご案内いたします。

＜１回目（2日間）＞
・Current surgical and radiographic
  techniques - 外科手技と X 線評価技術の現在 
・Computer aided implant dentistry - Guided 
  Surgery and Digital Planning
・Optimizing esthetic outcomes ‒ 審美治療の最適化
・Loading protocals- ローディングプロトコール
・実習：シミュレーション実習
・懇親会
＜2回目（2日間）＞
・ケースプレゼンテーション（Advanced Case) 
・Microscopic approach for compromised situations
   ‒ 難症例に対するマイクロスコープによるアプローチ
・Bone Augmentation のアップデート （ボーングラフト
  &サイナスリフト） 

・Regenerative therapy for advanced implant therapy and 
  esthetics ‒ アドバンスなインプラント審美治療における再生療法
・実習：骨造成術実習（ブロック骨・軟組織移植） 
・実習：インプラント埋入実習
＜3回目（2日間）＞
・ケースプレゼンテーション（Complex Case）
・Computer aided implant dentistry - CAD/CAM technology
・Advanced prosthetic challenge for compromised
  situations - 難症例に対するアドバンスな補綴治療
・Restorative materials and techniques for implant dentistry   
  ‒ インプラント歯学における補綴マテリアルと技術
・Prevention and management of technical and biological 
  complications - 機械的・生物学的合併症の予防と管理
・実習：骨造成術実習（サイナスリフト） 
・懇親会

Prof. Urs Belser（2回目）
・  ITIフェロー
・  ITI 理事、教育監事
・  九州大学歯学部 大学院卒 歯学博士
・  日本口腔インプラント学会 指導医・
   専門医
・  日本顎顔面インプラント学会 指導医
・  Center of Implant Dentistry
  （CID）代表顧問

・  日本矯正歯科学会 会員
・  Center of Implant
   Dentistry （CID） 会長
・  東京都立川市開業

・  ITIメンバー
・  Center of Implant Dentistry  （CID理事）
・  AMED Member
・  東京 SJCDメンバー
・  横須賀市開業

・  ITI Honorary Fellow
・  ベルン大学 客員教授

新村 昌弘 先生（3回目） 千 栄寿 先生（3回目）

Prof. Dean Morton（1回目）

・  ITIフェロー
・  日本口腔インプラント学会 専門医
・  日本顎咬合学会 会員
・  日本歯科麻酔学会 会員


